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臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
改
正
規
定
中
『
第
六
条
第
二
項
中
「
そ
の
身
体
か
ら
移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓
器
が

摘
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
者
で
あ
っ
て
」
を
削
り
、
「
も
の
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
』
を
「
第
六
条
第
三
項
」
に

改
め
る
。 

 

附
則
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
」
の
下
に
「
、
附
則
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
」
を
加
え
、

「
規
定
は
、
」
を
「
規
定
は
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
五
項
の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
検
討
等
）
」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。 

６ 

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省

令
は
、
児
童
に
つ
い
て
の
臓
器
の
摘
出
に
係
る
同
条
第
二
項
の
判
定
に
関
し
て
は
、
児
童
の
身
体
の
特
性
に
関
す
る
医
学
的

知
見
を
十
分
に
踏
ま
え
て
定
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

政
府
は
、
新
法
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
臓
器
の
摘
出
に
係
る
新
法
第
六
条
第
二
項
の
判
定
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
る
臓

器
の
摘
出
に
関
す
る
当
該
者
、
特
に
当
該
児
童
の
思
い
を
そ
の
者
の
家
族
又
は
遺
族
が
尊
重
す
る
等
の
こ
れ
ら
に
関
す
る
そ



 

二 

の
者
の
家
族
又
は
遺
族
の
心
情
が
十
分
に
配
慮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
遺
族
が
同
条
の
規
定
に
よ
り
臓
器
が
摘
出
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
者
に
寄
り
添
う
時
間
を
求
め
る
等
の
遺
族
の
心
情
が
十
分
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。 

８ 

政
府
は
、
新
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
臓
器
の
摘
出
が
遺
族
に
心
理
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
場
合
に
お
い
て
こ
れ
が
緩
和
さ

れ
る
よ
う
、
当
該
遺
族
に
対
す
る
適
切
な
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。 

９ 

政
府
は
、
当
分
の
間
、
新
法
第
六
条
第
二
項
の
判
定
の
状
況
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
る
臓
器
の
摘
出
の
状
況
に
関
し
検
証

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
遺
族
の
同
意
を
得
た
上
で
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

10 

新
法
に
よ
る
臓
器
の
移
植
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、

そ
の
全
般
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。 


